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海狸 二於ケ〃結核感染ハ人型強毒結核菌1.Omg及 ビ

0.001mgヲ 以 テ行 ヒ、感染後、第4週 問目、第11週

間目及ピ第16週 間目二肝臓、脾臓、肺臓及 ビ血液 ノ

i還元Glutathion及 ビ還元Askorbin酸 量 ヲ夫々i封照

健康海狸 ノソレ等 ト共 二,定量シテ、 ソノ攣動 ヲ見タ

課 デアル。定量法ノ・藤田氏 ノ記載二依ル沃度法及 ピ

Indophenol法 二擦ツタ。

實験成績 ヲ総括スノレト、次 ノ如 クデアル。

1)結 核症 ノ急激 二進行スル初期二於テノ・、肝臓 ノ還

元GlutathiQn含 有 量ノ・減少シ、血液 ノ還元Glutathion

含有 量ハ却 テ墳加スル。

2)結 核症 ノ極期二於テノ・肝臓 ノ選元Glutathion含

有 量ハ減少 シ、肺臓 ノ還元Glutathion含 有量ハ明 カ

ニ増1加スル。

3)結 核病墜 ノ著 シイ場合ニノ・脾臓 ノ還元Glutathion

含 有量ハ稽 く減少 ノ傾向 ヲ示スヤウデアル。

4)結 核 ノ進行 ノ殆 ソド停止 シタ時期二於テへ 肝

臓、脾臓、肺臓及 ビ血液中ノ還元Glutatlaion含 有量

ハ常値二復スルヲ常 トスノレ。

5)結 核症ニヨル肝臓、脾臓及ビ肺臓 ノ逡元性Asko-

rbin酸 含 有量ノ攣動二關 シテハ個性的差異 ノ著 シイ

1爲メ著者等 ノ實験 カラ結論 ヲ下ス事ハ出來ナイ。

(傳研 柳澤抄)

ρ牛 結 核 ノ化學 療 法

VonProf.Ralcevt6undAssisしDr.Giricek:Chemo.

therapeutischeHeilversuchegegendieTubercUlose

desRindes(BerlinerTieriirztliCheWochenschrift

1937.Nr.34.)

結 核 ノ撲 減 ハ 杜 會 ノ 大 問題 ニ シテ 亦 獣 聲 師 ニ ア リテ

モ 重 大 覗 サ レテ ヰノレ。 現 在敷 果 ア ノレ療 法 ト云 ハル ・

モ ノ ニ テ モ 爾 再 蛮 ヲス ル モ ノ 屡 くア リ。 先 頃 壁 表 セ

〃Galノ 報 告 ハ興 味 アル モ ノナ リ。Gal氏 庫 方、 沃

度0.2、 「カ〃 フ〃 」2.Oi「 オ レー フ」油100.O,「 ベ ソ

チ ソ」12.0、 之 ヲ筋 肉 内 二全 量1425ccm注 射 ス。 注射

後 一 時 的 二痩 削 スル モ 次 デ榮 養 状 態 良 好 トナ リ、大 部

分 ハ「ツ ベル ク リ ソ」反 磨 陰 性 トナル 。即 治療 動 物 ノ60

%ハ2-3月 ニ テ陰 性bナ リ、 残 絵 ハ治療 ヲ 綴 績 ス〃

事 ニ ヨ リ 反 慮 陰 性 トナル 。 屍 盤 解 剖 所 見 ハ 病 竈 乾酪

愛 性 、 石 灰 化 叉 ノ・清 退 セル ヲ ミル。HauPttnamハ

25%ノJodipin10-100gr注 射 ス。 叉Jodformヲ 用

フル 署 師 モ ア、リ。 骨 結 核 二 良 好 ナ リ ト云 フ。 爾 試 ミ

テ良 キ モ ノニ金 製 刺Sanocrysinア リ。 著 者 ハ多 数 ノ

牛 二就 キ テGalノ 方 法 ヲ 行 ヒ タル モGalノ 言 フ如

キ成 績 ヲ得 ズ。 此 ノ方法 ヲ 行 フ ニ ハ 共 ノ適 慮 症 ヲ定

ムル ヲ要 ス ト。 而 シ テ此 ノ 方 法 ノ ミニ テ 結 核 ヲ 治癒

セ シメ得 ル モ ノナ ラ ズ ト言 フ億(北 研 野 中抄)

會報並3雑 報

011月 中新入會者

高 安 彰 兵庫縣川邊郡立花村塚口住宅地

第15巷 第10號 井下勝馬論文訂正

同馬論女「結核二於ケル赤血球沈降反磨 ノ實験的研

究補遺」末尾二掲載セル附圖(1)一 く5)・・、11月 號 同氏

論衣 「結核菌培養濾液中 ノ血歴下降物質 二就テSノ 附

圖ノ誤載二就 キ訂正 ス。爾ホ同附圖ハ再印刷 シテ11月

號同氏論丈末尾二掲載セ リ。


